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対話による集合的知識の形成
―ワールド・カフェの output におけるキーワードの分析―
Formation of the collective knowledge by a dialog
─ Analysis of the keyword in output of world café ─
上　村　裕　樹
要約　本研究は、養成教育における課題解決の一手法として、ワールド・カフェ実践
事例を紹介するとともに、そこで得られた output の分析を行い、先行研究で示され
た効果や有効性について検証を試みた。
　ワールド・カフェ実践から得られた output の結果は、頻出語であるキーワードの
係り受けについて分析を行ったところ、「目標」を最頻出のキーワードとして挙げる
ことができ、自分自身が考える課題や目標に対して真摯に取り組むことで、自身の夢
や希望を達成しようとする意思が示された。また、これらのキーワードを視覚化しネッ
トワーク図による分析も同時に行った結果、更に、人（仲間）との関わりや絆を大切
な力としながら、行動に移そうとする姿も読み取ることができた。そして、文脈から
文意を読み解いた結果、全てのレコードにおいてポジティブな結果が示されており、
明日からの自分に対して、否定や悲観といったネガティブな内容は記載されていな
かった。これらは、ワールド・カフェへの参加がポジティブな志向性を生み出す可能
性を示唆するものであると考える。
　これらのことより、ワールド・カフェは、先行研究において示される通り、学生の
やる気を誘発させるポジティブチェンジとしての力を有しており、養成教育における
教育手法として効果を持つものと言える。
キーワード ; ワールド・カフェ，保育者養成教育，テキスト分析
― は　じ　め　に ―
近年、大学や短期大学において、リメディ
アル教育の重要性が言及され、そのための取
り組みが多くの大学や短期大学において実施
されている。JADE によると、履修科目数減
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少や授業時間数減少、大学入試受験科目数の
減少、大学入試の多様化、少子化による 18
歳人口の減少などを理由とし、基礎学力の不
足する学生、すなわち、以前ならば入学試験
に合格しなかった学生が、大学に入学してし
まっていることが原因であり、大学の授業が
理解できない学生を救済する目的で始まった
と報告されている。こうした動きは、八戸短
期大学幼児保育学科（以下、本学科）におい
ても同様であり、入学者の質的確保を目的と
して、推薦入学を果たす学生に対し、入学前
教育の実施を行い、ある程度の基礎的学習能
力の底上げを図るべく実施している。しかし
ながら、その効果は十分であるとは言えず、
より効果的な手段や手法の検討が必要である
といえる。
また、入学後での指導について見てみると、
本学科は保育士資格と幼稚園教諭二種免許状
の取得が可能である指定養成施設であるた
め、入学生は基本的に双方の取得を目指して
入学しており、本学科の指導方針としても全
ての入学生に対して、双方の取得を目指すべ
く指導を行っている。そのため、大部分の学
生については、資格と免許の双方を取得すべ
く学業に専念し、卒業を果たすこととなるの
であるが、近年、年間に 2・3 名程度であるが、
希望進路の不一致や取得意志の喪失などを理
由として、早期での取得断念の意思を表示す
る学生が存在している。また、それ以外にも
結果的に取得をするが、学業面や生活面にお
いて特別の支援を要する学生も一部存在して
おり、このようなミスマッチを如何にして解
消し解決していくかが課題の一つである。
こうした課題への対応として、現在、筆者
が取り組んでいることの一つが、ポジティブ
チェンジに基づいた学生の志向性の変化を促
すことであり、そのための方法として、グルー
プ対話の手法であるワールド・カフェを用い、
養成教育での実践を行い、その有用性につい
て検討を図っている。
ワールド・カフェ1）とは、近年、組織管理
や人材開発の分野において注目されているグ
ループ対話の諸技法の一つであり、その特徴
として「対話により集合的な知恵を生み出す
力」を有することが挙げられ、保育実習事後
指導2）3）や現任保育者研修会4）、FD 研修会5）、
養成施設教員と保育者との合同研修会 6）7）養
成校における授業8）等において実践を重ねて
おり、保育現場や保育者養成施設への適用が
先行研究において和田ら9）により提案されて
いる。
そこで、本研究では、先行研究において述
べられているワールド・カフェの持つポジ
ティブチェンジの効果を期待し、養成教育に
おける上述のような課題への解決策として取
り組んだワールド・カフェについて紹介する
とともに、ワールド・カフェの output の一
つであるハーベストについてキーワードの分
析を行い、ワールド・カフェへの参加がもた
らす効果やその有効性、そして、生成される
集合知について検討した。
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― 方　　　　　法 ―
先行研究の結果から、ワールド・カフェに
は、集合的な知識を生み出す力とポジティブ
チェンジとしての力を有していることが述べ
られており、養成教育での有効性が示唆され
ている。そのため、本研究では、ワールド・
カフェの output の一つであるハーベスト（ポ
ストイットに記載された「明日から踏み出す
一歩」）について分析を行うことにより、ワー
ルド・カフェに参加することで得られたであ
ろう集合的知識から参加者の思考について明
らかにし、養成教育の初期段階においてワー
ルド・カフェがもたらす効果と有用性につい
て、検討することとした。
短期大学 1 年生を対象に実施したワール
ド・カフェの展開については、以下に示すと
おりである。
❏ワールド・カフェ
1）日　時
平成 23 年 5 月 25 日（水）
1・2 コマ目（8 : 50～12 : 00）
「保育実習指導Ⅰ」・「教育実習学内指導」
の講義時間を用い実施した。
2）参加者
本学科 1 年生　98 名（保育士資格及び幼
稚園教諭二種免許状の取得を目指す学生）
3）展　開
ワールド・カフェの開催における基本的手
法に則し、カフェ的空間の中において、対話
する相手を変えながら少人数での対話を積み
重ね、全員でテーマを掘り下げていくべく実
施した。そのため、1 テーブルに座る人数を
今回は、4 人から 5 人とし、24 テーブルの設
定とした。そして、テーブルには、参加者が
寛げるカフェ的空間を作る意味から飲料と菓
子を用意し、寛げる自由な雰囲気を作るべく
心がけた。また、集合的な知恵を生み出す工
夫として、模造紙を敷き、水性カラーマジッ
クを用いて、会話の話や連想したことなど、
自由に記載してもらいながら、対話を積み重
ねていくこととした。トークセッションは 3
ラウンド設定し、1 ラウンドにつき 20～30
分程度を目安とした。また、各ラウンド終了
後は、テーブルメンバーを変更することとし、
その変更したメンバー内でトークセッション
を始める前に、前回のラウンドのトーク内容
を共有することができるよう 5 分程度の時間
を設定した。そして、ラウンドが全て終了し
た 3 ラウンド終了後にはギャラリーウォーク
を行い、自分が参加したテーブル以外では、
どのような対話がなされ、どのような意見が
でたのかということについての確認と振り返
りを行った。
その後、ポストイットに、「明日からあな
たが踏み出そうとする一歩」という今後の自
分自身の具体的な姿についてイメージした展
望を記載してもらった。記載されたポスト
イットは、壁に貼り付けていき、参加者全員
が壁に貼られたそれぞれの考えを見ること
で、ギャラリーウォークの中で得た内容とは
また異なる視点から、参加者全員の意見を知
り共有することができるようにした。
4）トークテーマ
3 ラウンド実施したダイアローグの各ラウ
ンドにおけるトークテーマは以下の通りであ
る。
ラウンド①今までに自分が体験したこと
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で、最も充実していたと思うことを紹介して
ください。
ラウンド②それらの体験が充実していたの
はなぜでしょうか。
ラウンド③これから体験する実習活動を充
実したものにするためには必要なことは何で
すか。
❏分析
ワールド・カフェにおける output には、
その展開手法により異なる部分もあるが、
トークセッションにおいて用いられるテーブ
ルクロス（模造紙）やハーベストで記載され
るポストイット等が挙げられ、これらを読み
解くことで、参加者の志向性の変化や参加に
より得られた集合的知識について明らかにす
ることができると考える。そのため、本研究
ではハーベストにおいて記載されたポスト
イットについて分析を試みた。分析には、
IBM Text Analytics for Surveys を用いキー
ワードによる感性分析と係り受け分析を行っ
た。また、output のテキストの構造を理解
するためネットワーク図を作成し、視覚的に
理解すべく分析を試みた。
― 結 果 及 び 考 察 ―
ワールド・カフェ参加者 98 名により、ハー
ベストとして記載された「明日からあなたが
踏み出そうとする一歩」は、複数の項目を記
載した参加者もいたため、153 レコード（1
人あたり約 1.56 件）示された。尚ポストイッ
トには「明日から踏み出そうとする一歩」の
記載と同時に、学籍番号の記載を求めたため、
全参加者による自由記述回答が得られたこと
が確認できた。
こ れ ら の レ コ ー ド に 対 し、IBM Text 
Analytics for Surveys にてキーワード分析
を行った。
その結果、問いに含まれるような語句を除
いて高頻度のキーワード（n ＞ 5）としてレ
コードに現れた語句は、名詞では、目標（34
レコード）、充実（15 レコード）、保育者（14
レコード）、毎日（12 レコード）、勉強（10
レコード）、達成（10 レコード）、授業（8 レ
コード）、努力（8 レコード）、仕事（6 レコー
ド）、実習（6 レコード）、人（6 レコード）、
ピアノ（6 レコード）であった。形容詞では、
楽しい（9 レコード）であった。形容動詞では、
積極的（13 レコード）、大切だ（8 レコード）
であった。動詞では、be 動詞である単純な
動詞（する、やる、なる等）を除くと、頑張
る（25 レコード）、持つ（20 レコード）、楽
しむ（14 レコード）、立てる（10 レコード）、
取り組む（8 レコード）、向かう（7 レコード）、
見つける（6 レコード）であった。
これらの主要な語句の係り受けについてみ
ると、名詞では、以下のように示された。「目
標」は、「立てる」ことや「持つ」こと、向
かい「努力」すること、「頑張る」こと、「達
成」することなどとかかっていることが見ら
れた。「充実」は、「日々」、「時間」、「生活」、
「毎日」、「実習」、「学校生活」などの時間的
内容や特定の活動などとかかっていることが
みられた。「保育者」は、「なる」、「目指す」、
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「仕事」、「知る」などとかかっており、保育
者を目標としており、仕事の中身を知るため
に学ぶという内容が見られた。「毎日」は、「生
活」や「目標」などとかかっていることが見
られた。「勉強」は、「頑張る」や「一生懸命」、
「目標」、「好き」などとかかっていることが
見られた。「達成」は、「目標」とかかってい
ることが見られた。「授業」は、「まじめに」
や「積極的」と取り組む姿勢とかかっている
ことが見られた。「努力」は、「目標」の「達
成」とかかっていることが見られた。「仕事」
は、「保育」や「知る」、「好きになる」など
とかかっていることがみられた。「実習」は「目
標」や「頑張る」、実習中の活動で「困らない」
ようにすることなどとかかっていることが見
られた。「人」は、「出逢い」や「関わり」、「話
を聞く」などとかかっていることが見られた。
「ピアノ」は、「練習」を「頑張る」ことや「向
き合う」ことなどとかかっていることが見ら
れた。
形容詞では、「楽しい」は、「生活」や「仕
事」、「勉強」、「充実」、「生きる」などとかかっ
ていることが見られた。
形容動詞では、「積極的」は、「行動」や「取
り組み」に多くかかっており、「授業」や「実
習」、「行動」、「関わり」、「挑戦」などに対し
て向かっていることが見られた。「大切だ」
は「出逢い」や「仲間」といった人との関わ
り、「時間」、「意識」などとかかっているこ
とが見られた。
動詞では、「頑張る」は、「目標」の「達成」
や「勉強」、「実習」、「ピアノ」などと多くか
かっていることが見られた。「持つ」は、「目
標」、「興味」、「希望」などとかかっているこ
とが見られた。「楽しむ」は、形容詞の「楽
しい」と同様に、「生活」や「仕事」、「勉強」、
「充実」、「生きる」などとかかっていること
が見られた。「立てる」は、「目標」とかかっ
ていることが見られた。「取り組む」は、「授
業」や「実習」などの場面と「積極的」、「一
生懸命」、「意欲的」などとかかっていること
が見られた。「向かう」は、「目標」とかかっ
ていることが見られた。「見つける」は、「楽
しい」ことや「好き」なこと、「夢中」にな
れること、「得意」なことなどとかかってい
ることが見られた。
これらの頻出語の係り受けの結果から、「明
日から踏み出そうとする一歩」に対する参加
者の考えは、総じて、自分自身が考える課題
や目標に対して真摯に取り組むことで、夢や
希望といったものを達成しようとしていると
いえるのではないだろうか。
このような内容について、より具体的な解
釈を得るため、同様のレコードに対して key 
graph を用い分析を行った。key graph10）と
は、文章構成のキーワード抽出を行うソフト
ウェアであり、データを構成する要素から重
要な役割を果たしている要素を分類、抽出し、
結果をネットワーク図として視覚化すること
が可能となる分析ツールである。一般的には、
大量のテキストデータの構造を解析し可視化
することにより、データに潜む関係性につい
て明らかにするものである。本研究では、デー
タ数としてあまり多くはないが、153 のレ
コードをテキストデータとし、「明日から踏
み出そうとする一歩」について分析を試みた。
共起度はジャッカード係数を用いた。作成し
たネットワーク図は以下の通りである。
関係性が示されている 3 つの島が存在し、
「目標」と「努力」と「達成」が強い関わり
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を持っており、「子ども」と「夢」と「時間」
についても関係性が見られる。更に、「授業」、
「保育」、「実習」、「生活」、「仕事」、「日々」、「充
実」、「好き」について関わりが見られる。そ
れぞれ 3 つの島における関係性について考察
すると、保育者を志して入学してきた学生で
あるため、「子ども」の時からの「夢」に対し、
「時間」を無駄にしないといった意気込み、「目
標」を「達成」するために「努力」すること、
「保育」という「仕事」や「実習」、「日々」
の「生活」を充実させるために「授業」に取
り組むことなど、「明日から踏み出そうとす
る一歩」について、述べられていることがわ
かる。その他にもキーワードとなる語（授業・
行動・練習・力・忍耐など）が存在しており、
それらの語に対しても関わりが見られる。や
や弱い関わりであるが、「大切」という語が、
先述の島である「目標」と「仕事」をつない
でおり、「大切」は、「仲間」や「先生」から
キーワードの一つである「力」との関わりが
見られる。人（仲間）との関わりや絆を大切
な力としながら、行動に移そうとする姿も読
み取ることができるであろう。
概ね、主要語の係り受けにおける分析と同
様の結果を示したといえる。
次にレコードの文意を読み取るため、感性
分析を全てのレコードに対して行った。その
結果、〈良い〉として分析されたレコードは、
72 レコードであり、〈良い－良い〉26 レコー
ド、〈良い－楽しい〉21 レコード、〈良い－
満足〉9 レコード、〈良い－好き〉5 レコード、
〈良い－笑い〉3 レコード、〈良い－感謝〉2
レコード、〈良い－嬉しい〉2 レコード、〈良
い－褒め・称賛〉2 レコード、〈良い－期待〉
1 レコード、〈良い－喜び全般〉1 レコードが
示された。〈悪い〉として分析されたレコー
ドは、7 レコードあり、〈悪い－悪い〉5 レコー
ド、〈悪い－嫌い〉1 レコード、〈悪い－不満〉
1 レコード示された。その他には、〈その他〉
52 レコード、〈その他－激励〉1 レコード、〈そ
の他－要望〉1 レコード、〈その他－提案・
忠告〉1 レコード示された。
抽出されたこれら全てのレコードの文章を
読み、文意の確認を行い、ネガティブなキー
図「key graph によるネットワーク図」
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ワードを含むレコードについては、文意の解
釈を重点的に行った。その内容は以下の通り
である。
ネガティブなキーワードを含む〈悪い〉と
示された 7 レコードは、以下の通りである。
〈悪い－悪い〉として示された 5 つのレコー
ドは、「今よりもっともっと授業をまじめに
受けて、一日一日を無駄にしない。」、「嫌な
こと、めんどくさいことでも挑戦してみる。
あきらめない、やり遂げる。」、「踏み出す時は、
自分ひとりの力ではなかなか前に進めないか
もしれないけれど、今は大切な仲間がいるし、
いつでも見捨てないで支えてくれる先生方も
いる。後は自分が今するべきことを一つずつ
クリアして進んでいきたい。」、「辛いことも
大変なことも色々あるけど、何か一つでも目
標を持って、そのことに向かって頑張る。」、
「勉強をまず頑張る。他のこともおろそかに
しないように、やるべきことはやる。」であり、 
　　　部が、感性分析において〈悪い－悪い〉
と抽出された部分である。
それぞれの文意を読み解くと、「今よりもっ
ともっと授業をまじめに受けて、一日一日を
無駄にしない。」は、「まじめに受けて、一日
一日を無駄にしない。」という内容は、現在
よりも授業に対して真剣に取り組む意思が記
述されており、毎日の時間を無駄に扱わない
意思を示していると読み取ることができる。
そのため、文意としてポジティブな内容を示
していると考える。
「嫌なこと、めんどくさいことでも挑戦し
てみる。あきらめない、やり遂げる。」は、「嫌
なこと」に対して挑戦し、克服しようとする
意思を示していると読み取ることができる。
そのため、文意としてポジティブな内容を示
していると考える。
「踏み出す時は、自分ひとりの力ではなか
なか前に進めないかもしれないけれど、今は
大切な仲間がいるし、いつでも見捨てないで
支えてくれる先生方もいる。後は自分が今す
るべきことを一つずつクリアして進んでいき
たい。」は、新たな一歩を踏み出す際には、「進
めない」可能性があることを未来の問題とし
て示しているが、現在の自分を支えてくれる
周囲の人間を資源とし、自分自身の取り組む
べき課題に対して挑戦しようとする意思を示
していると読み取ることができる。そのため、
文意の内容としてポジティブな内容を示して
いると考える。
「辛いことも大変なことも色々あるけど、
何か一つでも目標を持って、そのことに向
かって頑張る。」は、現在までの状況から未
来に対して、「大変なことも色々ある」といっ
たように問題が起こる可能性について示唆し
ているが、それに対して向き合い、解決を図
るべく動こうとする意思を示していると読み
取ることができる。そのため、ポジティブな
内容を示していると考える。
「勉強をまず頑張る。他のこともおろそか
にしないように、やるべきことはやる。」は、
勉強以外のことに対しても「おろそかにしな
いように、やる」、つまり、勉強と同様に頑
張り取り組む意思を示していると読み取るこ
とができる。そのため、ポジティブな内容を
示していると考える。
次に、〈悪い－嫌い〉として抽出されたレ
コードの「いろんなことにチャレンジしいて、
好きなことを増やしていく。今までにやりた
くなかったことや嫌だと思っていたことにも
積極的に取り組んで自分のスキルを上げてい
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く。」は、今までは自身が「嫌だ」、取り組み
たくない、やりたくないと考えてきたことに
対して、積極的に取り組み、いろんなことに
チャレンジすることにより、自分の好きなこ
とを増やし、自分自身のスキル（技術や能力、
知識など）を高めていくといった意思を示し
ていると読み取ることができる。そのため、
ポジティブな内容を示していると考える。
そして、〈悪い－不満〉として抽出された
レコードの「入学した時、不安ばっかりで何
をどうしたらいいのか、いまいちわからな
かったけど、だいぶ慣れたし、これからもっ
と自分のやりたいことができるようになりた
いことを集中して頑張りたい。」は、入学し
てからの自分の行動が慣れない不安から「い
まいちわからなかった」が、時間の経過とと
もに環境に適応してきたため、自分のやりた
いことがこれからできるように、集中して取
り組み、頑張っていきたいという意思を示し
ていると読み取ることができる。そのため、
ポジティブな内容を示していると考える。
このように感性分析により抽出されたキー
ワードを参考としながら、153 全てのレコー
ドの文意について、読み解きを行った結果、
ワールド・カフェにおける output として示
されたポストイット「明日から踏み出す一歩」
について、否定的な内容を含むものは、見つ
からなかった。但し、一部のレコード（2 レ
コード）については、記載内容が短く、解釈
が難しいレコードが存在したため、以下にそ
のレコードを記載し、解釈を示すこととする。
まず第一に「ピアノの練習」というレコード
は、動詞が含まれておらず、行動を読み取る
ことが難しいが、取り組む課題としてピアノ
の練習があり、それを実施すると文意の解釈
をした。次に「気持作りをやる」というレコー
ドは、何に対しての気持ちをつくるのかが具
体的に明記されておらず、文意を読み解くこ
とが困難である。しかし、ポストイットでの
記載内容を確認すると 2 レコードの記載をし
ており、もう一方のレコードは「今、自分が
できることを自分自身で理解し、やり遂げる」
と記載されていたため、本レコードの「気持
作りをやる」もこれに関連していると推測が
できる。そのため、自分自身を理解し、今出
来ることについて明らかにし、できることを
精一杯やりとげるための気持ちを自分自身で
作り上げるといった、志向性を示しているの
ではないかと推測し、文意の解釈を行った。
これらの結果より、「明日から踏み出そう
とする一歩」については、自分自身ができる
ことというその問いの性質も含まれるもので
あると思われるが、output として得られた
レコードのその全てが、ポジティブな内容で
記載がなされており、悲観的な展望や行動に
対する拒否や抵抗感などは示されていなかっ
た。このことは、ワールド・カフェのもつポ
ジティブチェンジの効果が発揮されたと考え
ることができるのではないであろうか。
― ま　　と　　め ―
本研究は、養成教育における学生への指導 に関する課題解決の一つの方法として、ワー
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ルド・カフェの実践事例を紹介するとともに、
そこで得られた output について分析を行う
ことで、先行研究で示されている効果や有効
性について検証を試みた。
ワールド・カフェ実践から得られた out-
put の結果は、頻出語であるキーワードの係
り受けについて分析を行ったところ、総じて、
自分自身が考える課題や目標に対して真摯に
取り組むことで、自分自身の夢や希望を達成
する生活（意識）のあり方について、述べら
れていた。また、これらのキーワードを視覚
化しネットワーク図による分析も同時に行っ
た結果、同様のことが言えるとともに、人（仲
間）との関わりや絆を大切な力としながら、
行動に移そうとする姿も読み取ることができ
た。そして、文脈からの文意を読み解いた結
果、全てのレコードにおいてポジティブな結
果が示されており、明日からの自分に対して、
否定や悲観といったネガティブな内容は記載
されていなかった。これは、実習指導という
講義時間の特性、そして自身の明日からの取
り組みという意気込み的な問いの性質を差し
引いても、ワールド・カフェへの参加が、ポ
ジティブな志向性を生み出した結果ではない
かと考える。
本研究では、output としてハーベストで
あるポストイットのみを分析の対象としてお
り、テーブルクロスについての分析を行って
いない。また、対話の内容についての分析や
その波及効果についての分析も行っていない
ため、ワールド・カフェへの参加がもたらす
具体的な効果について、正確な検証は出来て
いない。そうした意味から、今後の研究にお
いて、ワールド・カフェの参加に伴う具体的
な効果測定は必要であろう。
しかしながら、参加者自身が明日からの自
分に対して具体的な姿を想像し、そのための
取るべき行動を考えてみたりしたことは、学
生自身の取り組みの姿勢を変化させるきっか
けとしてその役割は大きなものであり、養成
教育における教育的効果としては十分意義を
もつものであると考える。また、短期大学 1
年生を対象とした本研究の結果を鑑みると、
学生のやる気を誘発させるポジティブチェン
ジとしての役割は、新入生教育における一手
法としての可能性はあるものと思われる。
今後も更に実践を積み重ね、その効果につ
いて現状の質的分析のみならず尺度などを用
いた効果測定による分析を深めるとともに、
時間構成や環境構成を含めた検討を行い、養
成教育における具体的な教育手法としての確
立を目指したい。
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